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【内容】
東北ブロックリーダー研修会
事業報告（県内の出来事・全国の出来事）
これからの行事予定
蔵王町老連女性部（委員会）活動報告
大崎市老連女性部（委員会）の活動報告
一万人会員増強運動の実績

県老連
だより

み　　  や 　　ぎ

公益財団法人　宮城県老人クラブ連合会



◎【
役
員
名
簿
】（
敬
称
略
）

　

任
期
：

　
　

令
和
２
年
度

　
　

定
時
評
議
員
会
終
結
の

　
　

時
ま
で

《
会　

長
》

　

佐
藤
節
夫
（
大　

崎
）

《
副
会
長
》

　

大
山
金
雄
（
東
松
島
）

　

佐
藤
良
一
（
沿　

岸
）

　

佐
藤
純
子
（
女
性
委
員
会
）

《
理　

事
》

　

小
松
洋
吉

　
　
　
（
東
北
福
祉
大
学
）

　

梶
村
和
秀(

新
任)

　
　
（
県
長
寿
社
会
政
策
課
）

　

佐
藤
光
敏

　
　
（
県
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

相
澤
政
助
（
石　

巻
）

　

中
村
邦
綱
（
塩
釜
）（
新
任
）

　

畠
山
多
喜
夫
（
気
仙
沼
）

　

吉
野
照
子
（
白　

石
）

　

田
端
幸
男
（
名　

取
）

　

伊
藤
三
壽
（
角　

田
）

　

阿
部
五
一
（
多
賀
城
）

　

渡
邊
榮
一
（
岩　

沼
）

　

及
川　

潔
（
登　

米
）

　

菅
原
武
義
（
栗　

原
）

　

藤
島
史
男
（
富　

谷
）

　

星　

次
雄
（
県　

南
）

７
月
11
日
（
木
）
か
ら
12

日
（
金
）
に
岩
手
県
盛
岡
市

つ
な
ぎ
温
泉
の
「
ホ
テ
ル
紫

苑
」
で
令
和
元
年
度
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

本
県
か
ら
は
、
佐
藤
節
夫

会
長
を
は
じ
め
、
34
名
が
参

加
し
、
総
参
加
者
は
主
催
県

で
あ
る
岩
手
県
の
予
想
し
た

３
５
０
名
を
は
る
か
に
超
え

る
４
４
７
名
の
方
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

は
活
力
あ
る
高
齢
社
会
づ
く

り
に
向
け
老
人
ク
ラ
ブ
の
状

況
を
理
解
し
、
地
域
を
担
う

老
人
ク
ラ
ブ
の
役
割
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
老
人
ク
ラ

ブ
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
東
北
各
県
と
指
定
都
市

の
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
が

集
い
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
に
お
い
て
は
、
全

老
連
の
理
事
で
も
あ
る
松
坂

尚
仙
台
市
老
連
会
長
の
挨
拶

の
後
、
全
老
連
河
野
敦
子
参

事
の
「
１
０
０
万
人
会
員
増

強
運
動
を
終
え
て
！
」
と
題

し
た
基
調
報
告
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

基
調
報
告
で
は
「
５
か

年
の
会
員
増
強
運
動
と
今

後
の
方
向
に
つ
い
て
」
と

し
て
、（
１
）
老
人
ク
ラ
ブ

１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動

の
総
括
と
今
後
の
方
向
、

（
２
）
運
動
総
括
、（
３
）
老

人
ク
ラ
ブ
の
仲
間
づ
く
り
で

健
康
長
寿
を
実
現
、
の
３
分

野
で
の
実
績
報
告
が
あ
り
ま

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
、
会

員
増
を
果
た
し
た
都
道
府
県

老
連
は
な
く
、
全
国
す
べ
て

の
県
で
会
員
が
減
少
す
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結

果
を
受
け
て
、参
加
し
た
リ
ー

ダ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
か

ら
の
会
員
増
強
に
向
け
て
決

意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
グ
ル
ー
プ
討
議

が
行
わ
れ
、
全
体
が
56
に
分

か
れ
「
会
員
増
強
運
動
の
教

訓
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」「
今
後

の
取
り
組
み
」「
超
高
齢
社
会

に
お
け
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
取

り
組
み
」
の
３
テ
ー
マ
に
つ

い
て
討
議
を
行
い
、各
グ
ル
ー

プ
に
お
い
て
意
見
交
換
や
情

報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

二
日
目
は
宮
城
県
・
岩
手

県
・
福
島
県
の
３
県
の
代
表

者
か
ら
活
動
事
例
の
発
表
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

宮
城
県
か
ら
は
県
老
連
の

副
会
長
・
女
性
委
員
長
で
あ

る
佐
藤
純
子
さ
ん
が
、
自
ら

が
会
長
を
務
め
る
「
初
原
老

人
ク
ラ
ブ
長
生
会
」
の
活
動

に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
岩
手
県
立
大
学

社
会
福
祉
学
部
の
小
川
晃
子

教
授
よ
り
「
こ
れ
か
ら
の
地

域
見
守
り

－

機
械
で
は
な
く

機
会
を
う
ま
く
使
お
う
！
」

と
題
す
る
講
話
が
あ
り
ま
し

た
。高

齢
者
の
増
加
に
伴
い
単

身
高
齢
者
や
高
齢
夫
婦
の
み

の
世
帯
が
増
加
し
、
そ
う
し

た
方
々
へ
の
見
守
り
の
仕
組

み
や
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

を
使
っ
た
機
械
の
紹
介
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
最
後

ま
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

出
来
る
様
に
、
見
守
る
側
と

見
守
ら
れ
る
側
の
双
方
に
負

担
と
な
ら
な
い
シ
ス
テ
ム
の

構
築
が
必
要
」
と
の
提
言
に

参
加
者
か
ら
う
な
ず
き
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

来
年
度
は
、
仙
台
市
老
連

が
主
催
し
、
仙
台
市
秋
保
温

泉
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
仙
台
市
老
連
会
長

か
ら
来
年
も
是
非
元
気
な
姿

で
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
お
待

ち
し
ま
す
と
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

皆
様
、
是
非
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

東
北
ブ
ロ
ッ
ク

　

老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

 
令
和
元
年
度
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村
田
直
喜
（
中　

央
）

　

橋
本
一
意
（
県　

北
）

　

佐
藤
貞
子
（
女
性
委
員
会
）

　

髙
橋
ち
た
江（
女
性
委
員
会
）

《
常
務
理
事
》

　

千
葉
義
明
（
県
老
連
）

《
監　

事
》

　

佐
藤
勝
雄
（
県　

南
）

　

中
村
英
司
（
中
央
）（
新
任
）

　

鈴
木
輝
雄
（
県
北
・
沿
岸
）

◎【
評
議
員
名
簿
】

（
敬
称
略
） 

　

任
期
：

　
　

令
和
４
年
度

　
　

定
時
評
議
員
会
終
結
の

　
　

時
ま
で

　

星　
　

一
美
（
石　

巻
）

　

太
田
道
明
（
塩
釜
）（
新
任
）

　

小
野
寺
優
一
（
気
仙
沼
）

　

山
田　
　

功
（
白　

石
）

　

本
郷　

一
浩
（
名　

取
）

　

安
住
芳
夫
（
角
田
）（
新
任
）

　

千
葉　

正
實
（
多
賀
城
）

　

三
品　
　

實
（
岩　

沼
）

　

飯
田　
　

功
（
登　

米
）

　

圓
谷　

晃
一
（
栗　

原
）

　

内
海　

國
雄
（
東
松
島
）

　

笠
原　

吉
信
（
大　

崎
）

　

塩
田　

智
明
（
富　

谷
）

　

佐
藤　

正
隆
（
蔵　

王
）

　

小
林
喜
一
郎（
七
ヶ
宿
）（
新
任
）

新
天
皇
が
誕
生
し
、
年
号

が
平
成
か
ら
令
和
に
変
わ
り
ま

し
た
が
、
会
員
の
皆
様
に
は
ま

す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
当
連
合
会

は
、
お
陰
様
で
役
員
、
事
務
局

職
員
と
も
ど
も
元
気
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
他
事
な
が
ら
ご
休

心
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
去
る
６
月
18
日
、
令

和
元
年
度
第
１
回
公
益
財
団
法

人
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
定

時
評
議
員
会
に
出
席
い
た
し
ま

し
た
の
で
、
報
告
か
た
が
た
全

老
連
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

加
盟
団
体
は
、
全
国
47
都
道

府
県
と
15
指
定
都
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
で
構
成
し
、
平
成
30

年
度
９
８
，
５
９
２
ク
ラ
ブ
、

会
員
数
５
，
４
８
８
，
２
５
８

人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
役
員

は
、
会
長
、
副
会
長
６
人
（
う

ち
１
人
は
女
性
委
員
長
）、
常

務
理
事
１
人
、
理
事
22
人
（
会

長
、
副
会
長
、
常
務
理
事
は
理

事
定
数
に
含
ま
れ
ま
す
）、
評

議
員
56
人
、
監
事
３
人
か
ら
な

り
、
事
務
局
長
を
は
じ
め
職
員

４
人
で
事
務
局
が
あ
り
ま
す
。

定
時
評
議
員
会
は
、
東
京
都

千
代
田
区
全
社
協
「
第
３
～
５

会
議
室
」（
新
霞
が
関
ビ
ル
）

で
開
か
れ
ま
し
た
。
私
は
大
崎

在
住
で
す
か
ら
古
川
駅
か
ら
新

幹
線
に
乗
り
上
野
駅
で
下
車

し
、
地
下
鉄
銀
座
線
に
乗
り
換

え
虎
の
門
駅
で
下
車
、
徒
歩
で

霞
が
関
ビ
ル
の
脇
を
通
り
会
場

に
到
着
し
ま
す
。

会
議
は
、
午
後
１
時
30
分

開
会
で
、
会
長
挨
拶
、
来
賓
挨

拶
（
厚
生
労
働
省
老
健
局
振
興

課
）、
審
議
事
項
は
第
１
号
議

案
「
平
成
30
年
度
事
業
報
告
に

つ
い
て
」、
第
２
号
議
案
「
平

成
30
年
度
決
算
に
つ
い
て
」、

第
３
号
議
案
「
評
議
員
の
補

充
選
任
に
つ
い
て
（
当
会
佐

藤
純
子
副
会
長
が
評
議
員
就

任
）」、
第
４
号
議
案
「
理
事
の

補
充
選
任
に
つ
い
て
」
の
４

件
で
し
た
が
、
全
て
提
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
の
決
算
額
は
、

１
億
３
千
４
６
４
万
円
で
あ
り

ま
し
た
。
今
季
限
り
で
退
任
し

た
斎
藤
十
朗
氏
は
、
重
厚
で
頼

り
が
い
の
あ
る
兄
貴
分
の
よ

う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
後
任
の
清
家
篤
会
長
は

１
９
５
４
年
生
（
65
歳
）
で
、

第
18
代
慶
應
義
塾
塾
長
を
歴
任

さ
れ
、
政
府
委
員
を
数
多
く
経

験
さ
れ
て
お
り
、
学
者
で
労
働

経
済
学
が
専
門
な
そ
う
で
す
。

挨
拶
は
さ
わ
や
か
で
、
溌
溂
と

し
て
い
ま
し
た
。

会
員
の
減
少
傾
向
は
全
国

的
で
平
成
26
年
～
29
年
の
４
年

間
、
平
成
25
年
を
１
０
０
と
し

た
場
合
の
会
員
数
は
、
横
浜
市

95
・
１
％
、
一
番
減
っ
た
と
こ

ろ
は
新
潟
県
で
71
・
４
％
、
宮

城
県
は
82
・
４
％
で
あ
り
ま
し

た
。今

年
は
、
会
員
皆
様
の
豊
か

な
経
験
と
英
知
を
お
借
り
し
な

が
ら
、
仲
間
づ
く
り
を
よ
り
積

極
的
に
推
進
し
、
会
員
の
減
少

傾
向
か
ら
増
加
傾
向
に
切
り
替

え
た
い
と
考
え
ま
す
。
今
後
と

も
ご
理
解
お
力
添
い
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
、
皆
様
の
ご
健

康
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

 
令
和
元
年
度 

全
老
連
評
議
員
会
に
参
加
し
て

宮
城
県
老
連
会
長

　
　

佐
藤　

節
夫

　

船
山
今
朝
男（
大
河
原
）（
新
任
）

　

真
壁　

虎
雄
（
村　

田
）

　

島
貫　

孝
雄
（
柴　

田
）

　

古
郡　

金
蔵
（
川　

崎
）

　

早
坂　
　

修
（
丸　

森
）

　

佐
藤　

孝
吉
（
亘　

理
）

　

西
澤　

英
清
（
山　

元
）

　

大
友　
　

昌
（
松　

島
）

　

顧　
　

治
夫
（
七
ヶ
浜
）

　

阿
部　

次
雄
（
利　

府
）

　

菅
原　

正
郎
（
太　

和
）

　

田
中　
　

實
（
大　

郷
）

　

日
野　

政
二
（
大　

衡
）

　

伊
藤　
　

剛
（
色　

麻
）

　

高
橋　

良
一
（
加　

美
）

　

小
野　

秀
一
（
涌　

谷
）

　

松
田
正
敏
（
美
里
）（
新
任
）

　

武
内　

武
司
（
女　

川
）

　

西
條　

敬
一
（
南
三
陸
）

　

平
塚　

勝
徳　
（
新
任
）

　
　
（
県
長
寿
社
会
政
策
課
）

　

鷺　
　

伸
晃　
（
新
任
）

　
　
（
県
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

菅
原　

邦
子（
女
性
委
員
会
）

　

高
橋
よ
し
子（
女
性
委
員
会
）

 

・
役
員
の
任
期
は
令
和
２
年
度
の

定
時
評
議
員
会
集
結
の
日
ま
で
。

 

・
評
議
員
の
任
期
は
令
和
４
年

度
の
定
時
評
議
員
会
集
結
の
日

ま
で
で
す
。
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て
「
会
員
勧
誘
活
動
」
に
１

年
間
取
り
組
む
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

⑶
女
性
委
員
会
か
ら
の
「
県

老
連
だ
よ
り
」
へ
の
寄
稿
に

つ
い
て

　

女
性
部
で
独
自
の
活
動
を

行
っ
て
い
る
市
町
村
の
様
々

な
取
り
組
み
を
広
く
紹
介
す

る
た
め
に
、
今
年
度
も
寄
稿

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

【
報
告
事
項
】

⑴
平
成
31
年
度
「
女
性
委
員
会

の
事
業
方
針
（
目
標
）
と
事
業

計
画
・
運
営
」
に
つ
い
て

⑵
各
老
連
「
広
報
誌
の
交
換

に
つ
い
て

⑶
そ
の
他

　

全
老
連
女
性
委
員
会
委
員

に
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

の
代
表
と
し
て
、
宮
城
県
の

佐
藤
純
子
委
員
長
が
平
成
31

年
４
月
11
日
に
開
催
さ
れ
た

ブ
ロ
ッ
ク
の
会
長
・
事
務
局

長
会
議
に
お
い
て
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
31
年
４
月
25
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
ホ
テ
ル

白
萩
２
階
け
や
き
の
間
に
於

い
て
、
第
１
回
女
性
委
員
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
席
者
は
女
性
委
員
27
名
、

会
長
及
び
事
務
局
２
名
の
30

名
で
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

【
協
議
事
項
】

⑴
「
演
芸
大
会
」
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
９
月
19
日（
木
）、

登
米
市
迫
町
「
登
米
祝
祭
劇

場
」
に
於
い
て
、
参
加
人
数

６
０
０
名
程
度
を
目
標
と
し
、

出
演
者
約
20
グ
ル
ー
プ
を
見

込
む
こ
と
等
が
話
し
合
わ
れ

ま
し
た
。

⑵
会
員
勧
誘
活
動
に
つ
い
て

　

会
員
勧
誘
活
の
チ
ラ
シ
を

作
成
し
、
女
性
委
員
を
通
し

て
各
市
町
村
老
連
で
配
布
し

て
勧
誘
の
声
掛
け
を
展
開
す

る
こ
と
と
し
、
今
年
度
の
モ

ニ
タ
ー
活
動
の
テ
ー
マ
と
し

　

令
和
元
年
７
月
10
日
（
水
）

に
県
庁
庁
議
室
で
、
令
和
元
年
度

日
本
生
命
財
団
の
「
児
童
・
少
年

の
健
全
育
成
女
性
」、「
生
き
生
き

シ
ニ
ア
活
動
顕
彰
」
贈
呈
式
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
老
連
関
係
で
は
、
次
の
３
団

体
が
活
動
顕
彰
を
受
け
ま
し
た
。

 

・
登
米
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
登
米
市
）
活
動
内
容
：
登
下

校
時
の
見
守
り
活
動　

 

・
草
木
新
和
会
（
栗
原
市
）　

活
動
内
容
：
訪
問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 

・
港
町
長
寿
会
（
亘
理
町
）　

活
動
内
容
：
高
齢
者
の
居
場
所

づ
く
り

︵
平
成
30
年
度
︶
第
14
回
理
事
会

 

・
日
時
：
平
成
31
年
３
月
１
日（
金
）

 

・
協
議
事
項

　

１　

平
成
31
年
度
分
担
金
に

つ
い
て
【
承
認
】

　

２　

平
成
30
年
度
補
正
予
算
に

つ
い
て
【
承
認
】

　

３　

平
成
31
年
度
事
業
計
画
並
び
に

　
　
　

 

収
支
予
算
に
つ
い
て
【
承
認
】

　

４　

会
員
１
万
人
増
強
運
動
に
つ
い
て

　

５　

収
益
事
業（
ソ
ー
メ
ン
販
売
）

に
つ
い
て
【
承
認
】

　

６　

役
員
等
表
彰
規
程
に
つ
い
て

︵
平
成
30
年
度
︶第
10
回
評
議
員
会

 

・
日
時
：
平
成
31
年
３
月
18
日（
月
）

 

・
協
議
事
項

　

１　

平
成
31
年
度
分
担
金
に

つ
い
て
【
承
認
】

　

２　

平
成
30
年
度
補
正
予
算
に

つ
い
て
【
承
認
】

　

３　

平
成
31
年
度
事
業
計
画

並
び
に
収
支
予
算
に
つ
い
て
【
承
認
】

　

４　

会
員
１
万
人
増
強
運
動
に
つ
い
て

︵
平
成
30
年
度
︶
監
事
会

 

・
日
時
：
令
和
元
年
５
月
22
日（
水
）

 

・
監
査
事
項

　

平
成
30
年
度
事
業
報
告
並
び
に

収
支
決
算
・
経
理
執
行
状
況

︵
令
和
元
年
度
︶
第
15
回
理
事
会

 

・
日
時
：
令
和
元
年
５
月
27
日（
月
） 

 

・
協
議
事
項

　

１　

宮
城
県
老
連
役
員
並
び
に

評
議
員
の
選
任
に
つ
い
て
【
承
認
】

　

２　

平
成
30
年
度
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
に
つ
い
て
【
承
認
】

　

３　

１
億
円
基
金
と
災
害
救
援

拠
金
の
状
況
に
つ
い
て
【
承
認
】

　

４　

総
務
部
会
の
協
議
事
項
に

つ
い
て（
事
務
事
業
見
直
し
）【
承
認
】

︵
令
和
元
年
度
︶第
11
回
評
議
員
会

 

・
日
時
：
令
和
元
年
６
月
14
日（
金
）

 

・
協
議
事
項

　

１　

宮
城
県
老
連
役
員
並
び
に

評
議
員
の
選
任
に
つ
い
て
【
承
認
】

　

２　

平
成
30
年
度
事
業
報
告
並
び

に
収
支
決
算
に
つ
い
て
【
承
認
】

　

３　

１
億
円
基
金
と
災
害
救
援

拠
金
の
状
況
に
つ
い
て
【
承
認
】　

　

４　

総
務
部
会
の
協
議
事
項
に

つ
い
て
（
事
務
事
業
見
直
し
）【
承
認
】

︵
平
成
30
年
度
︶市
町
村
老
連
会
長
・

事
務
担
当
者
会
議

 

・
日
時
：
平
成
31
年
３
月
22
日（
金
）

 

・
報
告
事
項

　

１　

平
成
31
年
度
県
老
連
事
業

計
画
並
び
に
収
支
予
算

　

２　

会
員
１
万
人
増
強
運
動
の
実

績
、
こ
れ
か
ら
の
会
員
増
強
運
動

３　

第
14
期
高
齢
者
相
互
支
援
推

進
啓
発
事
業
の
モ
デ
ル
老
連
に
つ
い
て

４　

女
性
委
員
会
実
施
の
演
芸

大
会
に
つ
い
て

令
和
元
年
度
第
１
回
女
性
委
員
会
の
開
催

事
業
報
告

理
事
会
・
評
議
員
会
等
の
開
催
状
況

生
き
生
き

シ
ニ
ア
活
動
表
彰
で

県
内
３
つ
の
団
体
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た

︽
県
内
の
で
き
ご
と
︾
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⑵
今
後
の
日
程
に
つ
い
て

　

①
令
和
元
年
度
・
２
年
度

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
②
全
老
連

主
催「
高
齢
者
の
健
康
づ
く

り
・
生
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」へ

の
派
遣
に
つ
い
て

⑶
事
業
実
施
に
当
た
っ
て
の

意
見
・
情
報
交
換
に
つ
い
て

　

会
議
に
参
加
し
た
４
老

連
の
関
係
者
か
ら
は
、各
浜

ご
と
に
シ
ル
バ
ー
リ
ー
ダ
ー

を
委
任
す
る
た
め
、20
名
で

は
な
く
30
数
名
と
な
る
こ
と

や
、研
修
会
事
業
を
実
施
す

る
場
合
の
経
費
に
つ
い
て
質

問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
老
連
か
ら
は
、社
協
の

プ
リ
ン
タ
ー
ト
ナ
ー
を
購
入

す
る
場
合
の
留
意
点
や
、通

信
用
切
手
を
購
入
す
る
場

合
、使
途
の
整
理
を
確
実
に

行
う
こ
と
な
ど
を
話
し
ま
し

た
。

　

第
14
期
は
５
老
連
が
モ
デ

ル
老
連
と
し
て
応
募
さ
れ
ま

　

令
和
元
年
５
月
31
日（
金
）

ホ
テ
ル
白
萩
に
お
い
て
モ
デ

ル
指
定
４
老
連（
１
老
連
欠

席
）の
関
係
者
連
絡
会
議
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
節
夫
県
老
連
会
長
の

挨
拶
に
続
き
、次
の
事
項
に
つ

い
て
熱
心
な
会
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

⑴
事
業
の
概
要
及
び
業
務
内

容
に
つ
い
て

　

①
実
施
要
項
②
業
務
内
容

③
友
愛
訪
問
活
動
の
手
引
き

④
経
費
使
途
に
つ
い
て
の
留

意
点

し
た
が
、こ
れ
ま
で
モ
デ
ル
老

連
と
し
て
指
定
を
受
け
た
こ

と
の
な
い
老
連
も
積
極
的
に

応
募
し
て
は
、と
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
者
が
安
心
・
安
全
に

暮
ら
す
た
め
に
は
、地
域
内

で
の
高
齢
者
の
相
互
支
援
が

重
要
で
す
。こ
の
よ
う
な
地
域

を
作
り
上
げ
る
た
め
老
連
と

し
て
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

第
14
期
モ
デ
ル
指
定
老
連

①
蔵
王
町　

②
松
島
町

③
七
ヶ
浜
町　

④
色
麻
町

⑤
女
川
町

な
さ
ま
に
も
、ぜ
ひ
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、今
後
と
も

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

令
和
元
年
度
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
日
程

〇
七
ヶ
浜
町
老
連

６
月
25
日（
火
）七
ヶ
浜
町

花
渕
浜
地
区
避
難
所「
浄
室
」

（
公
民
館
分
館
）

〇
色
麻
町
老
連

７
月
23
日（
火
）色
麻
町
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー「
健
康
増
進
室
」

〇
大
河
原
町
老
連

７
月
29
日（
月
）大
河
原
町

世
代
交
流
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

「
会
議
室
１
・
２
」

〇
登
米
市
老
連

８
月
５
日（
月
）登
米
市
南
方

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

〇
南
三
陸
町
老
連

８
月
８
日（
木
）総
合
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
南
三
陸「
大
会
議
室
」

※
今
年
度
の
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
は
、11
月
以

降
開
催
の
募
集
も
受
付
け
て

お
り
ま
す
。

　

毎
年
開
催
し
て
ま
い
り
ま

し
た
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
も
今
年
で
15
年
目
と

な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、６
月
25
日（
火
）に
今

年
度
第
１
回
目
の
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
が
七
ヶ

浜
町
花
渕
浜
地
区
避
難
所

を
会
場
に
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「
七
ヶ
浜
桜
の
家
」管
理
者
赤

間
と
わ
子
氏
を
講
師
に
迎
え

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。深
刻
に

な
り
が
ち
な
問
題
を
明
る
い

雰
囲
気
で
進
め
ら
れ
、約
60
名

の
参
加
者
に
好
評
を
得
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、７
月
23
日（
火
）に
は

色
麻
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、加
美
老
人
保
健
施

設
主
任
介
護
福
祉
士
の
紺
野

秀
氏
か
ら
、認
知
症
の
基
礎
知

識
や
適
切
な
対
応
の
仕
方
な

ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

正
し
い
知
識
を
学
ぶ
こ
と

で
、認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
の

よ
き
理
解
者
と
な
り
、支
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
み

第
14
期
高
齢
者
相
互
支
援
推
進
啓
発
事
業
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

第
１
回
関
係
者
連
絡
会
議
の
開
催

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
開
催
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ロ
ッ
ク
か
ら
１
名
選
出
す

る
。

○
評
議
員
に
つ
い
て
は
、
各

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
２
名
選
出
す

る
が
、
大
崎
・
栗
原
・
登

米
・
気
仙
沼
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら

は
１
名
の
選
出
と
す
る
。

○
監
事
に
つ
い
て
は
、
県
南

ブ
ロ
ッ
ク
群
、
県
中
央
ブ

ロ
ッ
ク
群
、
県
北
ブ
ロ
ッ
ク

群
か
ら
各
１
名
選
出
す
る
。

○
以
上
の
ブ
ロ
ッ
ク
割
に
よ

る
選
出
に
よ
り
、
理
事
（
地

域
選
出
理
事
）
は
こ
れ
ま
で

　

平
成
30
年
11
月
２
日
及
び

平
成
31
年
１
月
22
日
に
開
催

さ
れ
た
県
老
連
総
務
部
会
に

お
い
て
は
、
専
ら
役
員
及
び

評
議
員
の
選
出
方
法
に
つ
い

て
協
議
が
行
わ
れ
、
そ
の
結

果
を
第
14
回
理
事
会
（
Ｈ

31
・
３
・
１
）
で
答
申
し
ま

し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
ご

報
告
し
ま
す
。

○
現
行
の
選
出
方
法
は
、
理

事
は
各
市
老
連
か
ら
１
名
、

町
村
を
４
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

け
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
１
名

と
し
、
合
計
17
名
の
理
事
が

選
出
さ
れ
て
い
る
。
評
議
員

は
各
市
町
村
老
連
か
ら
選
出

さ
れ
、
合
計
34
名
と
な
っ
て

い
る
。

〇
総
務
部
会
答
申
と
し
て
、

県
域
を
市
町
村
に
関
わ
ら
ず

９
ブ
ロ
ッ
ク
に
区
分
け
す

る
。

○
理
事
に
つ
い
て
は
各
ブ

の
17
名
か
ら
９
名
、
各
市
町

村
選
出
評
議
員
は
34
名
か
ら

14
名
の
選
出
と
な
る
。

　

答
申
内
容
は
９
月
に
開
催

さ
れ
る
第
16
回
理
事
会
に
お

い
て
協
議
さ
れ
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

【
９
ブ
ロ
ッ
ク
】

【
県
南
】
白
石
市
・
角
田

市
・
蔵
王
町
・
七
ヶ
宿
町
・

大
河
原
町
・
丸
森
町
・
山
元

町【
仙
台
南
部
】
名
取
市
・
岩

沼
市
・
村
田
町
・
亘
理
町
・

川
崎
町
・
柴
田
町

【
県
中
央
】
多
賀
城
市
・
塩

釜
市
・
富
谷
市
・
利
府
町
・

大
郷
町
・
七
ヶ
浜
町

【
仙
台
北
部
】
加
美
町
・
色

麻
町
・
大
和
町
・
大
衡
村

【
大
崎
】
大
崎
市
・
涌
谷
町

【
石
巻
】
石
巻
市
・
東
松
島

市
・
松
島
町
・
女
川
町

【
栗
原
】
栗
原
市
・
美
里
町

【
登
米
】
登
米
市

【
気
仙
沼
】
気
仙
沼
市
・
南

三
陸
町

○事業費
・スポーツ大会
・健康づくり研修費
・高齢者相互支援推進啓発事業費　
・認知症講座費
・給与・福利厚生費
・市町村老連推進助成費　　　　 
・研修研究費　
・女性リーダーセミナー費等 
・若手リーダー研修費
・老人クラブ大会費
・広報費
・調査研究費
・全国会議費
・災害支援費
○管理費
・給与福利厚生費等
・旅費
・役務費
・賃借料
・支払負担金
・雑費・その他

○事業費
・スポーツ大会
・健康づくり研修費
・高齢者相互支援推進啓発事業費 
・認知症講座費 
・給与・福利厚生費
・市町村老連推進助成費
・研修研究費 
・女性リーダーセミナー費等
・若手リーダー研修費
・老人クラブ大会費
・広報費
・調査研究費
・全国会議費　
○管理費
・給与・福利厚生費等
・旅費
・役務費
・賃借料
・支払負担金
・雑費・その他

・補助金収入
・会費収入
・寄付金収入
・災害拠金振替
・事業収入
・諸収入
・基金繰入

・補助金収入
・共同募金会配分金収入
・会費収入
・寄付金収入
・災害拠金振替
・事業収入 
・諸収入
・基金繰入
・繰越金

25,834
580

1,396
1,476

168
12,788

1,600
76

1,063
37

860
1,300

50
665

3,775
6,271
2,619

490
942
522
580

1,118

12,973
4,842

1
5,075

570
230

8,414

13,061,000
500,000

4,842,840
0

1,300,000
70,000

303,152
6,000,000
2,110,010

令
和
元
年
度
　
収
支
予
算

平
成
30
年
度
　
収
支
決
算

支　出　　32,105
支　出　　27,263,680

収　入　　28,187,002 収　入　　32,105 （単位：千円）（単位：円）

（単位：千円）

（単位：円）

第
一
・
二
回
総
務
委
員
会
の
協
議
結
果
に
つ
い
て

21,441,623
429,045

1,518,000
1,496,000

166,445
12,782,000

1,600,000
41,730

687,478
55,495

609,152
1,225,130

27,992
803,156

5,822,057
2,808,006

321,221
826,820
467,530
594,000
804,480
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事業名

認知症サポーター養成講座

健康づくり研修会

シルバーリーダー研修会

高齢者の健康づくり
生活支援セミナー

日　時

８月 ５ 日 １０：００～

８月 ８ 日 １３：３０～

８月２０日 １０：３０～

８月２２日 １０：３０～

８月２３日 １０：３０～

８月２７日 １０：３０～

８月２８日 １０：３０～

８月３０日 １０：３０～

９月 ６ 日 １０：３０～

１２月１１日 １３：３０～

１２月１２日～１３日

場　所

登米市南方公民館

総合ケアセンター南三陸

総合ケアセンター南三陸

女川町総合体育館

岩沼市総合体育館

栗原市一迫活性化センター

富谷市東向陽台公民館

登米市迫公民館

大崎市古川武道館

ホテル白萩

東京都

その他

　

全老連事業

【研修会・セミナーなど】

事業名

第１６回理事会

第２回女性委員会

高齢者相互支援事業連絡
会議（１４期第２回）

第１７回理事会

第１２回評議員会

市町村老連会長・事務担当
者合同会議

日　時

９月１３日 １３：００～

１月１７日 １３：３０～

１月２４日 １３：３０～

３月 ４ 日 １３：００～

３月１９日 １３：００～

３月２５日 １３：３０～

場　所

ホテル白萩（仙台）

ホテル白萩（仙台）

ホテル白萩（仙台）

ホテル白萩（仙台）

ホテル白萩（仙台）

ホテル白萩（仙台）

その他

１４期

【会議等】

事業名

演芸大会

シニアスポーツ大会

老人クラブ大会

全国老人クラブ大会

日　時

９月１９日

１０月 ９ 日 

１１月１４日

１１月２６日～２７日

場　所

登米市祝祭劇場

鷹来の森運動公園（東松島市）

登米市祝祭劇場

埼玉県

その他

全老連事業

【大会】

これからの行事予定
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市町村老連女性部（委員会）の活動紹介
各市町村老連の女性部（委員会）では、様々な活動を行っております。

大崎市西古川地区老人クラブ連合会重点取組み活動
　　　　　　　　　　　　　大崎市西古川地区老連会長　髙橋ちた江

【世界の病気の子供達を救おう・エコキャップ集め】

　私共、西古川地区老連では地域活動として「エコキャップ集め活動」を平成２６年度から取り
組みを開始しました。
　エコキャップ集めとは、内閣府認証ＮＰＯ法人リサイクルエコキャップ推進協会の掲げる「地
球に愛を子どもに愛を　ペットボトルのキャップを集めて世界の子どもたちにワクチンを届けよ
う！」という、ペットボトルのキャップで世界の子供たちにワクチンを届ける活動です。
　この活動の情報は平成25年1月の新聞記事でした。登米市石森小学校の生徒会活動が紹介され
ておりました。紙面ではリーダーの男子児童のコメントも紹介されており、全校全学年・各家庭
での取り組みとしましたが、目標には届いていないとのことでした。
　私共は早速に話し合いを行い西古川地区老連重点取組み活動として協力する事に決定しまし
た。
　早速学校に連絡をし活動の協力を申し入れました。学校側からは活動の中心である六年男子児
童の皆さん、担任の先生、そして何よりも校長先生より快諾を頂き、感謝の手紙も頂きました。
　平成29年度には大崎市川渡小学校での生徒会活動にも協力する事ができました。川渡小学校
生徒会にはエコキャップを持参し、校長先生、各先生方のお許しを頂き生徒会の皆さんとの交流
会もでき、代表3名から感謝の作文も頂きました。
　私共の活動の拠点として西古川地区公民館玄関口にエコキャップの回収ボックスを設置して頂
き、大変大きな協力を得ました。
　地域の皆様方にも大変ご協力を頂きました。私共西古川地区老連としても大きな活動でした。
　お陰様で私共の活動期間中にワクチン約100人分協力できました。

（参考：ワクチン一人分／エコキャップ800個必要です。）
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市町村老連女性部（委員会）の活動紹介２

　　　　　　　　　　　　　蔵王町老連女性部長　　佐藤貞子
単位老人クラブの　さわやかな　風になる

　父母の時代から活動の輪が広がってきたこの老人クラブ、代々引き継がれて……今は高齢化社
会を迎え、世の中全体から最も重要視される存在となりました。
　住み慣れた地域で自分らしく、最後まで元気で暮らせるようにと、町や県そして全国で、さま
ざまな支援事業が展開されております。
　蔵王町老連としてのリーダー研修は多々ありましたが、しかし、それを生かすのは、地元であ
る単位クラブなのです。一人でも多くの方々に入会して頂けるクラブ作りが一番大事だと思いま
した。私の在籍している単位老人クラブでは百人近
い会員を有し、その内男性が三分の一、女性が三分
の二の比率でした。そんな折、単老の副会長に選任
された私は、女性部会を結成する事から始める事に
したのです。道なき道でもありました。まず最初に
組織を作る事から始め10人の班長〈10班〉の協力
の元、会員一人でも漏れなく連絡が取れるようにそ
のつど案内状も作りました。200円の会費で地区公民館に集まり所要時間3時間、体操から始ま
り各分野の講師を招きオレオレ詐欺の寸劇や認知症予防の寸劇、健康講座や栄養学まで、また部
落で活動している民生委員や人権擁護委員の活動の様子など。その他に発声練習や、お茶呑み会
で楽しい時間を過ごします。毎回参加者は四十人前後となり、好評となりました。今年で6年目
となりますが初めて2年目ころから、単老会計より予算を付けて頂くまでとなりました。また共
同募金会より地域援護金事業の配分金の助成も頂き活動がさらにやりやすくなったのです。
　蔵王町老連では県より第13期のモデル指定を受けて友愛活動を実施しましたが、もちろん、
私の住む宮長寿会も6人のシルバーリーダーの協力の元2年間の活動を終えた今、更に14期の継
続を願っております。この友愛の精神は皆に浸透して広めていかなければと思って居ります。そ
して向こう三軒両隣の声がけが一番なのです。
　今年の、単老の総会に於いて会長を任命され受けることになった私にできることは何か、模索
が続く日々、長年男性により作り上げられて来たこのすばらしい社会、今まで蔵王町に一人もい
なかった女性リーダーの存在。グラウンドゴルフや、ゲートボールもできない私が、やっぱり女
性では、ダ。メ。　と耳元から聞こえてくるようで、時々自信がなくなるのです。でも、私の周
りには支えてくれる若い人たちがいっぱいいます。私にできることはただ一つ、さわやかな風に
なる事だ、と思うようになりました。私の願いは、気が付いたことがあれば、自分の言葉でどん

どん発言してくれるような、雰囲気作りをして行
くことなのです。その中から、みんなにふさわし
い事業を取り入れ、一人でも多くの人に参加して
頂けるように、さわやかで、やさしい風になりた
いと、考えております。そして、できたら、広く
蔵王町の隅々まで、吹き続けられたらと、願って
居るところです。
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会
員
１
万
人
増
強
運

動
は
全
老
連
が
平
成
26
年

度
か
ら
運
動
を
開
始
し
た

「
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運

動
」を
受
け
、宮
城
県
で
の
会

員
増
加
目
標
を
１
万
人
と
設

定
し
、事
業
を
開
始
し
ま
し

た
。

　

最
終
年
度
の
平
成
30
年
度

の
実
績
と
し
ま
し
て
は
、

〇　

会
員
数
が
増
加
し
た

　
　

既
設
ク
ラ
ブ

　
　

ク
ラ
ブ
数
９
ク
ラ
ブ　

　
　

増
加
者
数
64
人

〇　

新
設
さ
れ
た
ク
ラ
ブ

　
　

ク
ラ
ブ
数　

４
ク
ラ
ブ

　
　

会
員
数
１
４
８
人

〇　

新
設
ク
ラ
ブ
へ
の

　
　

貢
献
老
連

　
　

３
老
連

　　

会
員
の
増
加
数
は
２
１
２

人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

平
成
29
年
度
末
の
県
全
体
の

会
員
数
と
平
成
30
年
度
末

を
比
較
し
ま
す
と
、下
記
の

表
の
と
お
り
、会
員
数
が
１
，

５
５
４
人
の
減
と
な
っ
て
お

り
、会
員
減
少
に
歯
止
め
が

利
か
な
い
状
況
で
す
。

　

皆
様
の
老
人
ク
ラ
ブ
や
老

連
で
会
員
増
強
に
つ
な
が
っ

た
取
り
組
み
や
、新
た
な
会

員
増
強
運
動
に
繋
が
る
活
動

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、是
非

県
老
連
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、「
会
員
一
万
人
増
強

運
動
」は
平
成
30
年
度
で
終

了
し
、令
和
元
年
度
か
ら
は

新
設
ク
ラ
ブ
の
設
立
促
進
に

向
け
て
新
た
な
奨
励
金
制
度

で
あ
る「
会
員
増
強
運
動
」を

実
施
中
で
す
。積
極
的
な
活

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
増
加
し
た
会
員
数
や
ク
ラ

ブ
数
は
、奨
励
金
の
申
請
が

あ
っ
た
件
数
を
集
計
し
た
も

の
で
、実
際
の
増
減
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
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会
員
一
万
人
増
強
運
動
の
実
績

平
成
30
年
度

年度区分 H2５年度末 対前年 H2６年度末 対前年 H2７年度末 対前年 H2８年度末 対前年 H２９年度末 対前年 H３０年度末 対前年
市町村名 H26.3.31 増減数 H27.3.31 増減数 H28.3.31 増減数 H29.3.31 増減数 H30.3.31 増減数 H31.3.31 増減数
石 巻 市 3,408 -499 3,393 -15 3,222 -171 3,104 -118 2,785 -319 2,424 -361 
塩 釜 市 1,116 -64 1,019 -97 1,003 -16 961 -42 953 -8 813 -140 
気 仙 沼 市 1,104 -90 1,000 -104 896 -104 896 0 919 23 896 -23 
本 吉 町 732 31 679 -53 663 -16 616 -47 459 -157 449 -10 
白 石 市 1,448 -54 1,615 167 1,433 -182 1,412 -21 1,349 -63 1,319 -30 
名 取 市 1,426 -100 1,329 -97 1,189 -140 1,183 -6 1,070 -113 1,021 -49 
角 田 市 1,660 -214 1,506 -154 1,485 -21 1,452 -33 1,326 -126 1,209 -117 
多 賀 城 市 1,034 -42 991 -43 962 -29 923 -39 841 -82 781 -60 
岩 沼 市 1,045 -106 1,023 -22 961 -62 878 -83 752 -126 718 -34 
登 米 市 6,942 -181 6,500 -442 6,160 -340 6,124 -36 5,869 -255 5,823 -46 
栗 原 市 5,097 -247 4,958 -139 4,682 -276 4,343 -339 4,031 -312 3,944 -87 
東 松 島 市 1,229 10 1,180 -49 1,142 -38 1,061 -81 1,009 -52 1,019 10
大 崎 市 3,994 -582 3,842 -152 3,679 -163 3,382 -297 2,970 -412 3,016 46
富 谷 市 858 10 850 -8 848 -2 800 -48 751 -49 751 0
小 計 31,093 -2,128 29,885 -1,208 28,325 -1,560 27,135 -1,190 25,084 -2,051 24,183 -901 
蔵 王 町 842 -39 761 -81 676 -85 641 -35 625 -16 596 -29 
七 ヶ宿 町 143 3 127 -16 153 26 148 -5 137 -11 123 -14 
大 河 原 町 682 -32 648 -34 632 -16 583 -49 570 -13 495 -75 
村 田 町 474 -22 426 -48 384 -42 379 -5 373 -6 338 -35 
柴 田 町 760 -29 721 -39 672 -49 660 -12 648 -12 554 -94 
川 崎 町 543 10 562 19 539 -23 489 -50 482 -7 474 -8 
丸 森 町 604 -52 496 -108 451 -45 336 -115 316 -20 286 -30 
小 計 4,048 -161 3,741 -307 3,507 -234 3,236 -271 3,151 -85 2,866 -285 
亘 理 町 1,638 129 1,400 -238 1,403 3 1,368 -35 1,280 -88 1,231 -49 
山 元 町 196 -7 199 3 199 0 168 -31 168 0 160 -8 
松 島 町 765 -7 755 -10 722 -33 733 11 719 -14 661 -58 
七 ヶ浜 町 633 -11 596 -37 591 -5 574 -17 570 -4 574 4
利 府 町 967 -17 990 23 970 -20 959 -11 916 -43 901 -15 
大 和 町 2,211 -79 2,304 93 2,241 -63 2,241 0 2,152 -89 2,093 -59 
大 郷 町 592 -27 577 -15 548 -29 510 -38 478 -32 461 -17 
大 衡 村 477 9 441 -36 458 17 443 -15 419 -24 359 -60 
小 計 7,479 -10 7,262 -217 7,132 -130 6,996 -136 6,702 -294 6,440 -262 
色 麻 町 377 -35 379 2 336 -43 325 -11 320 -5 313 -7 
加 美 町 2,278 -74 2,199 -79 2,197 -2 2,108 -89 2,026 -82 2,026 0
涌 谷 町 1,284 -6 1,282 -2 1,244 -38 1,228 -16 1,209 -19 1,194 -15 
美 里 町 872 -10 847 -25 825 -22 825 0 792 -33 705 -87 
女 川 町 238 0 238 0 269 31 309 40 420 111 431 11
南 三 陸 町 722 54 709 -13 693 -16 671 -22 653 -18 645 -8 
小 計 5,771 -71 5,654 -117 5,564 -90 5,466 -98 5,420 -46 5,314 -106 
合 計 48,391 -2,370 46,542 -1,849 44,528 -2,014 42,833 -1,695 40,357 -2,476 38,803 -1,554 

平
成
25
年
度
末
か
ら
平
成
30
年
度
末
ま
で
の
会
員
数
の
推
移

（
県
老
連
現
況
調
査
に
よ
る
）
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